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While R & D competition accelerates、 the importance of understanding a promising research area
at an early stage is increasing. But、 most of promising research subjects are considered to reside in
the interdisciplinary fusion area、 that are not yet established as a distinct discipline. To pursue the
technique of grasping such promising interdisciplinary research area、 in this paper、 I propose the
technique for grasping the scientific field with a higher granularity、 and the technique for evaluating
the interdisciplinarity of a researcher's academic portfolio.
I used bibliometric method "co-citation" to evaluate proximity of content of academic writings、
and constructed the network structure using paper as the node and similarity relationship as edge. By
applying Newman algorithm to partition those networks、 detailed research area is defined. Using this
detailed research area distinction、 evaluation of longitudinal analysis of the diversity and researcher's
interdisciplinarity from their research portfolio are achieved.
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ている学術論文誌の数は急速に増加している。Ulrich’s Periodical Directory では、1970


































本研究では、論文書誌情報として Thomson Scientific 社が作成している学術論文書誌デー






S に含まれる論文を引用している論文を抽出し、この集合を C と定義する。S に含まれる論文
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は 6、992 本であり、Cに含まれる論文は 25、651 本であった。後で説明されるように、C の
論文が持つ引用情報によって S がクラスタリングされることになる。
また、研究パフォーマンスの比較を行うために、研究者ごとの論文数の集計を行った。S





































まず、 y 年の論文ネットワークの重み付き隣接行列  yR は、ij成分を「論文 i と論文 j が
y-4 年から y 年までに同一論文によって引用された件数」とする行列として定義する。ここで、







ここで ije はクラスターiとクラスターj を結ぶエッジの重みの和を全エッジの重みの和で割
った値であり、 
j
iji ea はクラスターi に属するノードと結びついたエッジの重みの総和と
なる。
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まず、分析の対象とされた 635 名の研究者に対して、年（1975 年から 2003 年）ごとに論
文ポートフォリオを作成する。
研究者 i の y年の論文ポートフォリオは、前章で作成した y 年の各論文クラスターに含ま
れる論文のうち、著者欄に i が含まれる論文の本数を並べたベクトルで表す。例えば、y年
のクラスター数が 3 で、研究者 iの論文が 3 つのクラスターにそれぞれ、3、2、0本ずつ含




究者 i の y 年の研究内容の分散度 HHIi(y)は、















者間の論文ポートフォリオの類似度を算出する。y 年に研究者 iと j とが共著論文を出した
場合の共著者間の論文ポートフォリオの類似度 Sij(y)は、y－1 年時の 2 者の論文ポートフォ
リオの余弦で表す。この値が大きいほど、2 者の研究内容は近いことを示す。
 
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   ySySimilarity ijji min
類似度が小さいほど、離れた研究者と共同研究を行っているといえる。表 1に被説明変数を
y+1 年における論文数とし、説明変数として過去 5 年間における論文数、総被引用数、共著
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